
消防団活動における訓練　【ポンプ操法訓練】

消防団活動における訓練　【ポンプ操法訓練】
問8

1

問81

安塚

小黒

菱里

浦川原西
浦川原東

下黒 川

柿崎

川西
米山

旭

源東田中

中央

尾神

頸城第一

頸城第三

頸城第二

上杉

美守

里公

金谷

桑取

高士

三郷

春日

新道

諏訪

谷浜

直江津

津有

八千浦

保倉

北諏訪

有 田

和田

清里第一

清里第二

西大潟

東大潟

南大潟

大島 第一

大島 第二

中郷第一

中郷第二

板倉第一

板倉第二

牧南

牧北

名立南

名立北

上越第一 上越第二 上越第三 上越第四
幹部 女性 団員 ラッパ隊 事務所

50

　48頁に示した問8全体における、比較的「必要ない」との回答が少なかった「ポンプ操法訓練」について、分団ごとの傾向を示す。円グ
ラフの青は「ポンプ操法訓練は必要ない」と回答した団員の割合を示した。

問8-1：ポンプ操法訓練

必要だと
思っている

必要だと
思っていない



消防団活動における訓練　【部隊訓練】
問82

消防団活動における訓練　【部隊訓練】
問8

2

棹
さ

安塚

小黒

菱里

浦川原西
浦川原東

下黒川

柿 崎

川西
米山

旭

源東田中

中央

尾神

頸城第一

頸城第三

頸城第二

上杉

美守

里公

金谷

桑取

高士

三郷

春日

新道

諏訪

谷浜

直江津

津有

八千浦

保倉

北諏訪

有田

和田

清里第一

清里第二

西大潟

東大潟

南大潟

大島第一

大島第二

中郷第一

中郷第二

板倉第一

板倉第二

牧南

牧北

名立南

名立北

上越第一 上越第二 上越第三 上越第四
幹 部 女性団員 ラッパ隊 事務所

51

　48頁に示した問8全体における、比較的「必要ない」との回答が多かった「部隊訓練」について、分団ごとの傾向を示す。円グラフの赤
は「部隊訓練は必要ない」と回答した団員の割合を示した。

問8-2：部隊訓練

必要だと
思っている

必要だと
思っていない



消防団活動における訓練　【人員姿勢服装の点検】

消防団活動における訓練　【人員姿勢服装の点検】
問8

3

問83

安塚

小黒

菱里

浦川原西
浦川原東

下黒川

柿崎

川西
米山

旭

源東田中

中央

尾神

頸城第一

頸城第三

頸城第二

上杉

美守

里公

金谷

桑取

高 士

三郷

春日

新道

諏訪

谷浜

直江津

津有

八千浦

保倉

北諏訪

有 田

和田

清里第一

清里第二

西大潟

東大潟

南大潟

大島第一

大島第二

中郷第一

中郷第二

板倉第一

板倉第二

牧南

牧北

名立南

名立北

上越第一 上越第二 上越第三 上越第四
幹部 女性団員 ラッパ隊 事務所

52

　48頁に示した問8全体における、比較的「必要ない」との回答が多かった「人員姿勢服装の点検」について、分団ごとの傾向を示す。円
グラフの赤は「人員姿勢服装の点検は必要ない」と回答した団員の割合を示した。

問8-3：人員姿勢服装の点検

必要だと
思っている

必要だと
思っていない



消防団活動における訓練　【各個訓練】
問84

消防団活動における訓練　【各個訓練】
問8

4

安塚

小黒

菱里

浦川原西
浦川原東

下黒川

柿崎

川西
米山

旭

源東 田中

中央

尾神

頸城第一

頸城第三

頸城第二

上杉

美守

里公

金谷

桑取

高士

三郷

春日

新道

諏訪

谷浜

直江津

津有

八千浦

保倉

北諏訪

有田

和田

清里第一

清里第二

西大潟

東 大潟

南大潟

大島第一

大島第二

中郷第一

中郷第二

板倉第一

板倉第二

牧南

牧北

名立南

名立北

上越第一 上越第二 上越第三 上越第四
幹部 女性団員 ラッパ隊 事務所

53

　48頁に示した問8全体における、「必要ない」との回答がそこそこ多かった「各個訓練」について、分団ごとの傾向を示す。円グラフの
青は「各個訓練」と回答した団員の割合を示した。

問8-4：各個訓練

必要だと
思っている

必要だと
思っていない
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